
件数 発生率※1 件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率

子宮頸がん予防ワクチン（２剤合計） 2,320 260.4 538 60.4 863 96.9 318 35.7 1,457 163.6 220 24.7 8,908,190

サーバリックス

【平成21年12月発売～平成25年9月30日】※4 1,910 271.3 415 58.9 774 109.9 255 36.2 1,136 161.3 160 22.7 7,041,146

ガーダシル

【平成23年8月発売～平成25年9月30日】※4 410 219.6 123 65.9 89 47.7 63 33.7 321 171.9 60 32.1 1,867,044

ヒブワクチン

【平成20年12月発売～平成25年7月31日】※5 793 59.4 308 23.1 219 16.4 176 13.2 574 43.0 132 9.9 13,360,353

小児用肺炎球菌ワクチン

【平成22年2月発売～平成25年7月31日】※5 1,067 81.5 369 28.2 302 23.1 230 17.6 765 58.4 139 10.6 13,091,989

不活化ポリオワクチン

【平成24年8月発売～平成25年7月31日】※5 86 21.4 34 8.5 21 5.2 12 3.0 65 16.2 22 5.5 4,013,761

４種混合ワクチン

【平成24年10月発売～平成25年7月31日】※5 89 41.7 49 23.0 32 15.0 20 9.4 57 26.7 29 13.6 2,133,591

日本脳炎ワクチン

【平成24年11月1日～平成25年7月31日】※5 160 57.0 51 18.2 61 21.7 19 6.8 99 35.3 32 11.4 2,805,242

※1　発生率は100万接種あたりの発生数
※2　副反応報告制度は、予防接種との因果関係の有無に関わらず、接種後に健康状況の変化をきたした症例を収集したもの
※3　接種回数については、製造販売業者の出荷量からの推計
※4　データは平成25年10月28日開催の合同検討会時点から更新
※5　データは平成25年10月28日開催の合同検討会時点のもの

資料５

各ワクチンの副反応報告件数

ワクチンの種類

A＋C B＋D A企業からの報告
B企業報告のうち医師が

重篤と判断したもの※2 C医療機関からの報告
D医療機関報告のうち医
師が重篤としたもの

接種回数※３


